
Ver.20241201
 

原稿に伴う「付録データ」（電子付録）の提出に関するお知らせ 
 

 

『計量国語学』掲載予定の原稿は，2025年度（35巻1号）から機関誌の刊行と同時に科学

技術振興機構が運営するJ-STAGEという電子ジャーナル公開システムで公開されます．

J-STAGEでは，原稿本体のほかに「電子付録」（計量国語学会では「付録データ」と呼

んでいるもの）を掲載することができます．原稿本体および付録データの掲載作業は計量

国語学会の担当者が行います．「付録データ」（電子付録）のJ-STAGEへの掲載を希望

する場合は，下記の事項を読んで必要な手続きを進めてください． 

 
１ 「付録データ」（電子付録）として添付できる内容と注意 
「付録データ」（電子付録）として付けられるものは「原稿で使用したデータやプログラ

ムなど」（計量国語学会投稿規定による）で「冊子体で提供できない動画・音声・高精細

写真等のデータ」です．具体的には，以下のURLを御参照ください． 

「J-STAGE登載誌が利用できる機能」の「４．電子付録」 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/ForPublishers/TAB2/-char/ja 

この範囲を超えていると思われる場合，著者に問い合わせることがあります． 

 

「付録データ」（電子付録）は，機関誌の刊行と同時にJ-STAGEで公開される原稿本体の

PDF版と同時に公開され，その後の改変はできません． 

 

「付録データ」（電子付録）のファイル容量等については上記の「J-STAGE登載誌が利

用できる機能」の「4．電子付録」で最新の情報を参照してください．2022年10月現在では

「ファイル1件につき最大50MB，1記事あたり最大100件のファイル」を付けることができま

す． 

 

「付録データ」（電子付録）のファイル形式については以下のURLを御参照ください． 

「よくあるご質問 電子付録にはどのような形式のファイルをアップロードできますか．」 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/FAQs/TAB2/-char/ja 

 上記に含まれていない形式のファイルはzipファイル等の圧縮ファイルに入れたまま

「付録データ」（電子付録）として公開することができます．公開時の「付録データ」

（電子付録）のファイル名はJ-STAGEによって決められますが，圧縮ファイル内の個別

ファイルの名前は原稿本体の著者が付けたままになります．このお知らせの3節「付録デ

ータ」（電子付録）に記載しなくてはいけない事項」もよく読んでください． 

 

原稿の著作権は計量国語学会に帰属しますが，「付録データ」（電子付録）の著作権は原

稿本体の著者に帰属します．なお，「付録データ」（電子付録）の内容が他者の著作権を

侵害していないことを確認してください． 
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２ 「付録データ」（電子付録）を学会に提出できる時期 
「付録データ」（電子付録）は，投稿原稿の採用が決定した後，学会に提出する最終原稿

と一緒に編集委員会にお送りください．寄稿の場合は原稿と一緒に編集委員会にお送りく

ださい． 

上記の期限に遅れて提出された「付録データ」（電子付録）は公開できません． 

 

「付録データ」（電子付録）は，計量国語学会の投稿用アドレス 

submission@math-ling.org 宛てにお送りください．ファイル容量が大きい場合は事前

にご相談ください． 

 

３「付録データ」（電子付録）に記載しなくてはいけない事項 
「付録データ」（電子付録）のファイルまたはそれに添付する説明文書のファイルには以

下の事項を含めてください．順番はこの順でなくてもかまいません． 

 

・「付録データ」（電子付録）の名称 

・「付録データ」（電子付録）の英語表記画面での名称（英数半角のみ） 

・「付録データ」（電子付録）作成者の氏名（複数の場合は全員の氏名） 

・「付録データ」（電子付録）提出時の所属（複数の場合は全員の所属） 

・原稿本体の書誌情報（標題，巻号） 

・「付録データ」（電子付録）の著作権者氏名 

・「付録データ」（電子付録）の内容及び原稿との関連性 

例「第3節で分析に用いた頻度データ」 

例「アンケートで用いたフェイスシート，質問項目一覧」 

例「○巻○号 図Xの高密度版」 

・「付録データ」（電子付録）の二次利用に関するライセンス（CCライセンスから指定し

てください） 

・責任範囲の所在 

例１「本データは，作成時点において，誤りのないよう注意して作成したものですが，

検知されていない誤りを含む可能性があります．本データを二次的に使用される場

合は，利用者の責任でお使いくださるようお願いします．」 

例２「本データの内容に関する責任はすべて○○○○（氏名）にあります．」 

・問い合わせ先（長期的に連絡可能メールアドレス等を記載してください．） 

・「付録データ」（電子付録）データ利用上の注意事項 

 

不明の点は下記にお問い合わせください． 

keiryo.henshu@gmail.com 計量国語学会編集委員会 

 

以上 
 
変更履歴 
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2022.10.15 初版作成 

2023.08.12 ファイル形式と説明文書の加筆．用語修正． 

2024.03.15 「「付録データ」の英語表記画面での名称」項目を追加． 

2024.10.10 34巻7号・8号掲載論文の「付録データ」（電子付録）の締切日を2025年3

月20日に設定。 

2024.12.01 機関誌の発行形態変更に伴う変更および電子付録提出時期の修正．掲載ペ

ージ情報削除． 


